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史
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一
四
七　
（

緒
言

　

二
〇
一
九
年
度
の
三
田
史
学
会
大
会
で
は
、
日
本
史
・
東
洋

史
・
西
洋
史
・
民
族
学
考
古
学
か
ら
な
る
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部

史
学
系
四
専
攻
の
部
会
に
引
き
続
き
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

『
人
間
の
心
性
・
身
体
性
の
歴
史
を
考
え
る
―
古
代
・
中
世
を
中

心
と
し
て
―
』
と
題
し
、
演
者
に
三
宅
和
朗
氏
（
慶
應
義
塾
大
学

名
誉
教
授
）
と
大
喜
直
彦
氏
（
山
形
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授
）、

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
に
桐
本
東
太
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教

授
）、
赤
江
雄
一
氏
（
同
准
教
授
）
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
同
講
演

会
の
内
容
は
、
専
門
性
を
超
え
多
く
の
聴
衆
の
興
味
・
関
心
を
惹

き
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
分
け
て
も
、「
日
本
古
代
の

心
性
史
と
環
境
史
」
と
題
さ
れ
た
三
宅
氏
の
講
演
は
、
環
境
考
古

学
の
一
翼
を
な
す
動
物
考
古
学
を
専
門
と
す
る
筆
者
に
と
っ
て
有

益
か
つ
刺
激
的
で
あ
っ
た
。
講
演
会
の
終
了
間
際
、
司
会
を
務
め

ら
れ
た
中
島
圭
一
氏
（
同
教
授
）
に
促
さ
れ
、
筆
者
も
少
し
ば
か

り
発
言
の
機
会
を
得
た
。
小
稿
で
は
主
に
三
宅
氏
の
講
演
を
振
り

返
る
中
、
そ
の
折
意
を
尽
せ
な
か
っ
た
発
言
の
趣
旨
も
補
い
、
本

講
演
会
に
対
す
る
感
想
を
述
べ
た
い
。

環
境
史
の
特
質
と
射
程

　

本
誌
に
そ
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
詳
述
を
避
け
る
が
、

氏
の
講
演
は
、
ま
ず
環
境
史
が
「
人
間
が
関
わ
る
も
の
、
人
間
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
す
べ
て
」（
三
宅2019: ‌1

）
を
対
象
と
す
る

学
問
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
形
成
期
よ
り
一
貫
し
て
文
理
融
合
を
志

向
す
る
研
究
分
野
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
の
確
認
か
ら
説
き

起
こ
さ
れ
た
。
実
際
、
こ
の
点
は
環
境
史
家
を
標
榜
す
る
研
究
者
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心
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史
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が
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
い
み
じ
く
も
こ
の
分
野

の
先
駆
者
と
し
て
名
高
い
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ニ
ー
ル
も
「
凡
そ
環
境

史
ほ
ど
に
学
際
的
な
知
的
活
動
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
（M

c-
N

eill 2003: ‌9
）。

　

環
境
史
に
つ
い
て
語
る
際
、
そ
の
発
展
が
狭
義
の
歴
史
家
す
な

わ
ち
文
献
史
学
者
以
外
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
言

及
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
の
一
人
赤
江
氏
も

紹
介
さ
れ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
と

り
わ
け
優
れ
た
書
物
が
地
理
学
者
や
生
態
学
者
な
ど
歴
史
学
以
外

を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
き
た
と
主
張
す
る

（
ヒ
ュ
ー
ズ2018: ‌108

）。
ヒ
ュ
ー
ズ
は
さ
ら
に
、「
人
間
と
自
然

の
ど
ち
ら
の
方
が
よ
り
支
配
的
か
、
よ
り
影
響
力
が
あ
っ
た
か
の

判
断
は
、
環
境
史
家
の
間
で
も
大
き
く
異
な
り
、
実
際
、
両
極
の

間
に
様
々
な
立
場
が
連
な
っ
て
い
る
」
と
も
指
摘
。
環
境
決
定
論

的
な
視
点
に
立
つ
最
た
る
研
究
者
と
し
て
『
銃
・
病
原
菌
・
鉄
』、

『
文
明
崩
壊
』
等
の
著
者
と
し
て
名
高
い
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
を
、
対
照
的
に
文
化
決
定
論
的
視
点
に
立
つ
代
表
者
に
『
変

貌
す
る
大
地
』
等
の
著
作
で
知
ら
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ロ
ノ
ン

を
挙
げ
た
（
ヒ
ュ
ー
ズ2018: ‌111

）。
と
も
に
環
境
史
家
を
標
榜

す
る
両
者
の
視
座
に
見
る
隔
た
り
が
決
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
を
読
ま
れ
た
向
き
が
一
様
に
首
肯
さ
れ
る
に
違

い
な
い （e.g. 

ダ
イ
ア
モ
ン
ド2000

・2005

、
ク
ロ
ノ
ン1995

）。

　

残
念
な
が
ら
、
三
宅
氏
に
よ
る
講
演
の
冒
頭
「
環
境
史
と
は
何

か
？
」
と
題
さ
れ
た
パ
ー
ト
で
、
こ
う
し
た
環
境
史
の
歩
み
と
研

究
視
座
の
多
様
性
が
詳
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

環
境
史
が
一
般
に
人
間
と
自
然
の
相
互
作
用
、
人
の
営
為
と
自
然

の
営
力
が
絡
み
合
う
歴
史
を
探
求
す
る
学
際
的
分
野
で
あ
る
こ
と

は
、
聴
衆
に
も
十
分
共
有
さ
れ
た
も
の
と
思
量
す
る
。

「
環
境
へ
の
心
性
史
」
と
そ
の
広
が
り

　

続
く
第
二
パ
ー
ト
「
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
環
世
界
説
」
で
、
三
宅

氏
は
、
ド
イ
ツ
人
生
物
学
者
、
ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ク
ス
キ

ュ
ル
の
「
環
世
界
説
」
を
紹
介
し
（
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
／
ク
リ
サ
ー

ト2005

）、
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
動
物
行
動
学
者
、
日
高
敏
隆
氏

（2007: 151-6

）
が
人
間
に
特
有
な
も
の
と
し
た
概
念
に
よ
る
「
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」（
死
・
文
化
な
ど
）
を
扱
う
分
野
が
、「
環
境
へ

の
心
性
史
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
環
境
へ
の
心
性

史
の
広
が
り
」
と
題
さ
れ
た
第
三
パ
ー
ト
に
お
い
て
、
氏
は
、
ユ

ク
ス
キ
ュ
ル
の
「
環
世
界
説
」
を
直
接
環
境
史
や
歴
史
学
に
引
き

つ
け
た
先
行
研
究
こ
そ
見
受
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
環
境
へ
の

心
性
史
」
を
意
識
さ
せ
る
論
考
が
文
献
史
学
、
考
古
学
、
歴
史
地

理
学
、
国
文
学
、
音
楽
学
、
美
術
史
学
な
ど
人
文
学
の
諸
分
野
に

一
四
八
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少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
と
指
摘
。
そ
れ
だ
け
に
、
環
境
史
の
一
翼

を
な
す
「
環
境
へ
の
心
性
史
」
に
関
す
る
研
究
に
は
、
一
般
に
文

系
も
し
く
は
人
文
社
会
学
と
し
て
括
ら
れ
る
諸
学
間
の
融
合
が
可

能
か
つ
必
要
と
な
る
こ
と
も
強
調
し
講
演
を
結
ば
れ
た
。

　

も
と
よ
り
、
三
宅
氏
の
い
う
「
環
境
へ
の
心
性
史
」
も
、
環
境

史
の
一
翼
を
な
す
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な

い
。
環
境
思
想
史
研
究
の
先
駆
者
の
一
人
と
し
て
著
名
な
ド
ナ
ル

ド
・
ウ
ー
ス
タ
ー
も
、「
環
境
史
す
る
」
と
題
し
た
論
考
の
中
、 

（
一
）
過
去
の
自
然
そ
の
も
の
、（
二
）
人
間
の
経
済
活
動
や
社
会

の
組
織
化
、
そ
れ
ら
が
環
境
に
及
ぼ
す
様
々
な
影
響
、（
三
）
人

間
や
そ
の
社
会
が
自
然
に
対
し
て
抱
く
考
え
方
、
思
想
、
感
情
な

ど
を
対
象
と
す
る
探
求
が
環
境
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
必

要
と
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
（W

orster 1988: ‌293

）。
三
宅

氏
の
「
環
境
へ
の
心
性
史
」
は
ウ
ー
ス
タ
ー
の
い
う
第
三
の
探
求

に
含
ま
れ
、
前
二
者
を
扱
う
研
究
以
上
に
、
人
文
科
学
の
諸
領
域

が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
知
的
作
業
に
他
な
ら
な
い
。

　

考
古
学
者
の
端
く
れ
で
あ
る
筆
者
が
、
小
稿
で
触
れ
て
お
く
べ

き
は
、
三
宅
氏
が
「
環
境
へ
の
心
性
史
」
が
意
識
さ
れ
た
考
古
学

的
研
究
の
一
例
と
し
て
、
桜
井
準
也
の
研
究
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
桜
井
は
「
遺
跡
や
遺
物
が
本
来
の
目
的
で
使
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
後
世
の
時
代
に
お
い
て
（
中
略
）
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
か
」（
桜
井2011: ‌8

）
と
い
う
問
題
に

目
を
向
け
た
。
彼
自
身
も
回
顧
し
た
通
り
（
桜
井2011: 18-9

）、

こ
う
し
た
研
究
は
、「
モ
ノ
の
領
有
／
流
用 appropriation

」
と

い
う
問
題
が
意
識
さ
れ
る
中
、
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
欧

米
で
先
行
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（e.g. Bradley and 

W
illiam

s eds. 1998

）。
も
っ
と
も
、
そ
の
背
後
に
は
、
一
九
六

〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
考
古
理
論
の
基
盤
を
め
ぐ
る

論
争
も
経
て
発
達
を
み
た
認
知
考
古
学
の
潮
流
が
あ
っ
た
こ
と
も

見
落
と
す
べ
き
で
な
か
ろ
う
。

　

既
存
の
文
化
史
考
古
学
を
脱
す
べ
く
、
機
能
主
義
と
生
態
史
観

に
も
立
脚
、
客
観
的
か
つ
実
証
的
な
過
去
の
説
明
を
目
指
し
た
研

究
者
達
に
よ
っ
て
一
九
七
〇
年
代
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
た
プ
ロ

セ
ス
考
古
学
。
か
た
や
、
構
造
主
義
的
視
座
に
た
ち
、
適
応
や
経

済
効
率
が
偏
重
さ
れ
る
き
ら
い
に
あ
る
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
を
批
判
、

八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
意
味
や
象
徴
に
目
を
向
け
、
解
釈
学
的
な

過
去
の
説
明
を
志
向
す
る
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
ポ
ス

ト
・
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
。
今
日
そ
の
ど
ち
ら
に
軸
足
を
置
く
研
究

者
達
も
が
関
与
す
る
認
知
考
古
学
は
、
心
理
学
と
も
適
宜
協
業
を

図
り
つ
つ
、
ヒ
ト
の
心
の
普
遍
的
進
化
や
過
去
の
人
々
の
多
様
な

心
性
に
迫
る
分
野
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
（cf.

レ
ン
フ
ル
ー2008

、

H
enley, Rossano and K

ardas eds. 2019

）。
お
そ
ら
く
、
国
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外
に
も
目
を
転
じ
た
な
ら
、
こ
の
認
知
考
古
学
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
研
究
に
、
三
宅
の
い
う
「
環
境
へ
の
心
性
史
」
に
関
わ
る
そ
れ

が
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
見
出
せ
る
に
違
い
な
い
。

過
去
二
〇
年
の
考
古
学

　

改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
考
古
学
の
思
想
潮
流
も
文
化

人
類
学
や
社
会
学
ひ
い
て
は
哲
学
と
も
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

実
際
、
上
記
し
た
認
知
考
古
学
は
哲
学
の
主
要
分
野
の
一
つ
認
識

論
と
も
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
三
宅
の
い

う
「
環
境
へ
の
心
性
史
」
に
関
わ
る
考
古
学
的
研
究
は
、
認
識
論

と
並
ぶ
哲
学
の
も
う
一
つ
の
主
要
分
野
た
る
存
在
論
の
潮
流
を
意

識
す
る
そ
れ
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。

　

し
ば
し
ば
他
の
諸
学
か
ら
借
用
す
る
だ
け
で
独
自
の
理
論
を
生

み
出
さ
な
い
と
揶
揄
さ
れ
る
考
古
学
は
、
実
際
、
機
能
・
構
造
主

義
に
刺
激
を
受
け
た
後
も
様
々
な
思
潮
を
貪
欲
に
取
り
入
れ
て
き

た
（cf. H

odder ed. 2012b

、 U
rban and Schortm

an 2019
）。

八
〇
年
代
に
台
頭
し
た
ポ
ス
ト
・
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
派
の
研
究
者

達
は
、
次
第
に
意
味
や
象
徴
と
い
う
初
期
の
関
心
を
離
れ
、
九
〇

年
代
以
降
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド 

ら
に
端
を
発
す
る
ポ
ス

ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
（e.g.

サ
イ
ー
ド1986

）
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
論
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
な
ど
を
引
き
寄
せ
、
権
力
や
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
な
ど
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
考
古
学
理
論

は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
認
識
論
と
結
び
つ
く
そ
う
し
た
研
究
以

上
に
、
自
身
を
取
り
巻
く
多
様
な
モ
ノ
や
生
物
と
の
関
係
性
、
す

な
わ
ち
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ

ガ
ー
や
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
ら
の
現
象
学
に
も
淵

源
を
持
つ
存
在
論
に
影
響
を
受
け
た
研
究
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て

き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
オ
リ
バ
ー
・
ハ
リ
ス
と
ク
レ
イ

グ
・
チ
ポ
ラ
も
そ
の
点
を
認
め
、『
新
千
年
紀
の
考
古
学
』
と
題

す
る
近
刊
書
の
中
、
現
象
学
、
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
論
、
対
称
性
思

考Sym
m

etrical T
hought

、
新
唯
物
論 N

ew
 M

aterialism

に
立
脚
す
る
研
究
の
紹
介
に
多
く
の
頁
を
割
い
て
い
る
（H

arris 
and Cipolla 2017

）。

　

周
知
の
通
り
、
モ
ノ
が
有
す
る
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
い
う
考
え

方
は
、
文
化
人
類
学
者
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ェ
ル
に
よ
っ
て
い

ち
早
く
説
か
れ 

（Gell 1988

）、「
ア
ク
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

セ
オ
リ
ー
」
を
提
唱
し
た
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
っ
て
発

展
を
遂
げ
た
。
ラ
ト
ゥ
ー
ル
は
モ
ノ
が
単
に
人
の
従
属
物
で
は
な

く
、
人
の
活
動
・
行
為
に
影
響
を
及
ぼ
す
ア
ク
タ
ン
ト
と
も
な
る

こ
と
を
説
い
た
（
ラ
ト
ゥ
ー
ル2019

）。
ま
た
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
を



コ
メ
ン
ト
３
：
脱
・
人
間
中
心
主
義
の
環
境
史

）

一
五
一　
（
一
五
一

対
等
視
す
る
彼
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
代
表
作N

ous n,avons ja-
m

ais été m
odernes

（
英
訳W

e H
ave N

ever Been M
odern

、

邦
訳 
『
虚
構
の
近
代
』）
で
「
対
称
性
人
類
学
」
を
謳
い
、
西
洋

近
代
科
学
を
支
配
し
て
き
た
人
と
モ
ノ
／
生
物
、
文
化
／
社
会
と

自
然
、
主
体
と
客
体
と
い
っ
た
二
元
論
の
脱
却
に
挑
ん
だ
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
（
ラ
ト
ゥ
ー
ル2008

）。
考
古
学
者
に
限
ら
ず
、
今

世
紀
に
入
っ
て
二
〇
年
、
こ
の
ラ
ト
ゥ
ー
ル
に
影
響
を
受
け
た
研

究
者
は
国
内
外
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
国
内
で
は
文
字
通
り
『
対
称

性
人
類
学
』（
中
沢2004

）
と
題
す
る
著
作
を
著
し
た
宗
教
史
学

者
、
中
沢
新
一
も
そ
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
国
外
で

は
英
国
の
社
会
人
類
学
者
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド
も
ラ
ト
ゥ
ー
ル

に
触
発
を
受
け
た
研
究
者
に
他
な
ら
な
い
。

　

イ
ン
ゴ
ル
ド
は
近
著
『
メ
イ
キ
ン
グ
』
の
中
、
人
・
モ
ノ
・
生

物
と
の
対
称
的
な
関
係
性
を
、
家
屋
を
例
に
示
し
て
い
る
（
イ
ン

ゴ
ル
ド2017

）。
彼
は
問
う
。
家
屋
は
単
に
人
の
製
作
物
と
言
え

る
の
か
と
。
も
と
よ
り
西
洋
近
代
思
想
に
お
い
て
伝
統
的
に
家
は

人
が
設
計
・
建
築
す
る
点
で
、
動
物
に
住
処
を
与
え
る
樹
木
や
動

物
が
作
る
巣
な
ど
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

自
然
と
文
化
の
二
分
法
を
離
れ
て
考
え
始
め
る
と
、
そ
う
し
た
区

別
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
家
屋
の
建
材
と
な
る
樹

木
は
多
く
の
生
き
物
の
住
処
と
も
な
る
。
キ
ツ
ネ
は
根
元
に
巣
穴

を
掘
り
、
キ
ツ
ツ
キ
は
樹
洞
に
巣
を
営
み
、
リ
ス
は
枝
の
上
を
駆

け
回
り
、
昆
虫
は
樹
幹
の
中
に
卵
を
生
み
つ
け
る
。
樹
木
の
形
は

そ
れ
ら
生
き
物
に
よ
っ
て
何
年
も
か
け
て
形
作
ら
れ
、
さ
ら
に
陽

光
や
風
、
気
候
な
ど
に
も
左
右
さ
れ
る
。
つ
ま
り
樹
木
は
そ
の
遺

伝
形
質
の
み
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他
の
生
き
物
達
や

自
然
現
象
と
の
関
係
性
の
中
で
成
長
し
、
こ
の
世
界
に
立
ち
現
れ

る
。
そ
の
観
点
に
立
つ
な
ら
、
樹
木
を
建
材
と
す
る
家
屋
の
製
作

者
も
人
だ
け
に
求
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
示
し

た
。
さ
ら
に
、
家
屋
等
が
人
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
後
も
形
を
変

え
な
が
ら
世
界
の
中
に
存
在
し
続
け
る
点
に
も
鑑
み
、
彼
は
作
る

と
い
う
行
為
を
完
成
の
な
い
成
長
の
過
程
と
捉
え
、
こ
の
世
界
に

形
な
す
も
の
が
人
・
モ
ノ
・
生
物
の
対
称
的
な
関
係
性
、「
メ
ッ

シ
ュ
ワ
ー
クm

eshw
ork

」
の
中
に
あ
り
、
す
べ
か
ら
く
「
万
物

照
応 correspondence

」
の
所
産
で
あ
る
と
も
説
く
。
モ
ノ
が

存
在
す
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
を
ラ
ト
ゥ
ー
ル
以
上
に
掘
り
下

げ
よ
う
と
す
る
イ
ン
ゴ
ル
ド
ら
の
研
究
は
、「
世
界
内
存
在 in-

der-W
elt-sein

」
の
概
念
を
説
く
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
象
論
か
ら
も

着
想
を
得
て
お
り
、
近
年
、
新
唯
物
論 N

ew
 M

aterialism

と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

欧
米
の
考
古
学
者
達
は
、
九
〇
年
代
の
中
頃
よ
り
、
上
述
の
ラ

ト
ゥ
ー
ル
や
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
研
究
に
関
心
を
示
し
、
二
〇
〇
〇
年



史
　
　
　
学
　
第
八
九
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
五
二　
（
一
五
二

代
以
降
、
盛
ん
に
自
身
の
研
究
に
引
き
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

（e.g. Lindstrøm
 2015

、O
lsen 2003, 2007, 2012

、O
lsen et 

al. 2012
、 O

lsen and W
ebm

ore 2015

、W
ebm

ore and 
W

itm
ore 2008

、 W
itm

ore 2007, 2014

）。
ポ
ス
ト
・
プ
ロ
セ

ス
考
古
学
を
主
導
し
た
著
名
な
理
論
考
古
学
者
、
イ
ア
ン
・
ホ

ダ
ー
も
そ
う
し
た
研
究
者
の
一
人
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

彼
は
影
響
し
影
響
さ
れ
合
う
と
人
と
モ
ノ
と
の
関
係
を
「
絡
み

合
いentanglem

ent

」
と
称
し
、
ト
ル
コ
新
石
器
時
代
の
テ
ル
、

チ
ャ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ユ
ク
の
住
居
址
の
建
築
法
に
見
る
変
遷
に
そ
の

実
例
を
読
み
解
い
て
見
せ
た
（H

odder 2012

）。
ホ
ダ
ー
は
、

大
半
が
暦
年
代
で
七
千
年
〜
六
千
四
百
年
前
の
時
期
に
属
す
こ
の

遺
跡
の
住
居
址
の
壁
に
全
て
粘
土
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
着

目
。
粘
土
の
物
質
的
特
性
と
付
き
合
う
中
、
如
何
に
往
時
の
人
々

が
周
囲
の
生
物
や
モ
ノ
と
の
関
係
性
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
っ
た

か
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
膨
張
・
収
縮
し
崩
れ
易
い
粘

土
で
壁
を
築
く
た
め
に
、
人
々
は
壁
を
柱
で
支
え
、
継
続
的
に
壁

の
漆
喰
も
塗
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
柱
材
を
得
る
た

め
に
伐
採
が
繰
り
返
さ
れ
、
周
囲
の
景
観
か
ら
樹
木
が
消
え
て
ゆ

く
と
、
人
々
は
よ
り
厚
い
壁
を
作
る
必
要
性
か
ら
よ
り
深
い
地
層

に
産
す
る
性
質
の
異
な
る
粘
土
ま
で
掘
削
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
粘
土
が
以
前
の
も
の
よ
り
砂
質
で
あ
っ
た

た
め
、
新
た
に
こ
れ
を
利
用
す
べ
く
よ
り
多
く
の
時
間
と
労
力
を

要
す
る
複
雑
な
技
術
が
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

か
か
る
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
、
ホ
ダ
ー
は
、
粘
土
で
家
屋
の
壁
を
作

る
と
決
め
た
こ
と
か
ら
、
い
か
に
し
て
こ
の
遺
跡
の
形
成
者
達
が

周
囲
の
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
鮮
や
か

に
描
き
出
し
た
。
対
称
性
考
古
学
者
も
し
く
は
新
唯
物
論
者
と
括

ら
れ
る
こ
と
に
本
人
は
少
な
か
ら
ず
抵
抗
を
示
し
て
い
る
と
聞
く

が
（H

arris and Cipolla 2017: 147-148

）、
ホ
ダ
ー
の
「
絡
み

合
い
」
は
、
明
ら
か
に
ラ
ト
ゥ
ー
ル
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、
さ

ら
に
は
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
「
メ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
」
と
も
通
底
す
る
概

念
と
言
え
る
。

結
言
：
脱
・
人
間
中
心
主
義
の
環
境
史

　

過
去
二
〇
年
間
、
考
古
学
で
も
盛
ん
に
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ラ
ト
ゥ
ー
ル
や
イ
ン
ゴ
ル
ド
。
彼
ら
は
、
と
も
に
西
洋
近
代

科
学
を
支
配
し
て
き
た
人
と
モ
ノ
／
生
物
、
文
化
／
社
会
と
自
然
、

主
体
と
客
体
を
分
か
つ
デ
カ
ル
ト
的
二
元
論
、
言
い
換
え
れ
ば
人

間
中
心
主
義
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
日
、
存

在
論
的
転
回
に
根
ざ
す
こ
う
し
た
研
究
は
、
哲
学
、
文
化
人
類
学
、

社
会
人
類
学
、
考
古
学
の
み
な
ら
ず
、
人
文
社
会
科
学
に
属
す
る

多
く
の
分
野
で
中
核
を
占
め
る
よ
う
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け



コ
メ
ン
ト
３
：
脱
・
人
間
中
心
主
義
の
環
境
史

）

一
五
三　
（
一
五
三

に
人
の
心
性
・
身
体
性
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
本
講
演

会
で
、
二
元
論
や
人
間
中
心
主
義
か
ら
離
れ
、
今
後
如
何
な
る
研

究
が
可
能
か
つ
必
要
と
な
る
の
か
と
い
う
点
へ
の
言
及
や
提
言
が

い
ず
れ
の
登
壇
者
か
ら
も
聞
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
些
か
残
念

で
な
ら
な
い
。

　

自
明
の
こ
と
な
が
ら
、
西
洋
近
代
科
学
を
支
配
し
て
き
た
二
元

論
・
人
間
中
心
主
義
は
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
一
神
教
的
世
界
観
に

根
差
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
米
の
研
究
者
に
は
、
近
年
、
多
神
教
的

世
界
観
と
異
な
る
哲
学
が
育
ま
れ
た
非
西
欧
社
会
の
思
考
法
を
以

前
に
も
ま
し
て
真
剣
に
探
求
し
よ
う
と
す
る
機
運
も
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
先
に
紹
介
し
た
中
沢
新
一
は
、「
大
宗
教
に
あ
っ
て
た

だ
一
人
、
野
生
の
思
考
の
共
通
基
盤
に
立
つ
対
称
性
の
思
考
の
可

能
性
を
最
後
の
帰
結
に
ま
で
発
達
さ
せ
る
と
い
う
試
み
に
挑
戦
し

て
き
た
」
の
は
仏
教
だ
と
も
説
く
（
中
沢2004: 163-164
）。
そ

の
仏
教
思
想
に
も
育
ま
れ
た
我
が
国
の
古
代
・
中
世
人
の
心
性
史

を
解
明
す
る
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
脱
・
人
間
中
心
主
義
的
視
座

に
立
つ
研
究
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

か
く
い
う
筆
者
も
過
去
一
〇
年
間
、
対
称
性
思
考
や
新
唯
物
論

も
意
識
し
、
折
に
触
れ
人
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
多
様
な
生
物
の
い

ず
れ
を
主
体
・
客
体
と
す
る
こ
と
な
く
歴
史
を
描
く
必
要
性
を
指

摘
し
て
き
た
が 

（
佐
藤 2010, 2018

）、
未
だ
満
足
に
研
究
の
実

践
例
を
示
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
講
演
会
の
登
壇
者
諸

氏
は
も
と
よ
り
人
文
社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
枠
を
超
え
多
く
の

研
究
者
と
対
話
や
議
論
を
重
ね
た
い
と
思
う
。
本
小
稿
が
そ
の
糸

口
と
な
れ
ば
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

文
献

〈
邦
文
〉

イ
ン
ゴ
ル
ド
Ｔ
．［
金
子
遊
・
水
野
友
美
子
・
小
林
耕
二
訳
］（2017

）　

『
メ
イ
キ
ン
グ
―
人
類
学
・
考
古
学
・
芸
術
・
建
築
―
』
東
京
：
左

右
社

ク
ロ
ノ
ン
Ｗ
．［
佐
野
敏
行
・
藤
田
真
理
子
訳
］（1995

）　
『
変
貌
す

る
大
地
―
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
植
民
者
の
環
境
史
―
』
東
京
：
勁
草
書

房
サ
イ
ー
ド
Ｅ
．
Ｗ
．［
今
沢
紀
子
訳
］（1986

）　
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム
』
東
京
：
平
凡
社

桜
井
準
也
（2011

）　
『
歴
史
に
語
ら
れ
た
遺
跡
・
遺
物
―
認
識
と
利
用

の
系
譜
―
』
東
京
：
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

佐
藤
孝
雄
（2010

）　
「
人
と
自
然
の
糾
う
歴
史
―
動
物
考
古
学
発
展
の

鍵
―
」『
三
色
旗
』
747
号
８-

15
頁

佐
藤
孝
雄
（2018a

）　
「
北
海
道
に
探
る
多
種
共
存
の
糸
口
」

『BIO
ST

O
RY

』
30
号
8-

11
頁

佐
藤
孝
雄
（2018b

）　
「
絡
み
合
う
人
と
オ
オ
ワ
シ
」『BIO

ST
O

RY

』

30
号
64-

66
頁

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
Ｊ
．［
倉
骨
彰
訳
］（2000

）　
『
銃
・
病
原
菌
・
鉄
―

１
万
３
〇
〇
〇
年
に
わ
た
る
人
類
史
の
謎
―（
上
・
下
）』
東
京
：
草



史
　
　
　
学
　
第
八
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）

一
五
四　
（
一
五
四

思
社

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
Ｊ
．［
楡
井
浩
一
訳
］（2005

）　
『
文
明
崩
壊
―
滅
亡

と
存
続
の
命
運
を
分
け
る
も
の
―（
上
・
下
）』
東
京
：
草
思
社

中
沢
新
一
（2004

）　
『
対
称
性
人
類
学
―
カ
イ
エ
・
ソ
バ
ー
ジ
ュ
Ⅴ
―
』

東
京
：
講
談
社

日
高
敏
隆
（2007
）　
『
動
物
と
人
間
の
世
界
認
識
―
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

な
し
に
世
界
は
見
え
な
い
―
』
東
京
：
ち
く
ま
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